
下松市上下水道事業審議会

【第３回】水道料金体系（案）について

令和８年９月１１日（金）
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下松市上下水道局
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令和８年度第２回審議会のおさらい（令和８年７月３０日）

■ 水道料金見直しの方向性

■ 水道料金算定方法など

■ 総括原価の分解・配賦

■ 料金体系

■ まとめ

水道料金見直しの方向性について料金のあり方について
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令和８年度第２回審議会のおさらい（令和８年７月３０日）

■ 水道料金見直しの方向性

■ 水道料金算定方法など

■ 総括原価の分解・配賦

■ 料金体系

■ まとめ

水道料金算定方法と料金体系の設定について料金のあり方について
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令和８年度第２回審議会のおさらい（令和８年７月３０日）

■ 水道料金見直しの方向性

■ 水道料金算定方法など

■ 総括原価の分解・配賦

■ 料金体系

■ まとめ

料金のあり方について 今後4年間の総括原価について
経営戦略目標数値（令和12年度）を達成するには
平均改定率26.48％（資産維持率0.67％）以上が
必要です
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令和８年度第２回審議会のおさらい（令和８年７月３０日）

■ 水道料金見直しの方向性

■ 水道料金算定方法など

■ 総括原価の分解・配賦

■ 料金体系

■ まとめ

総括原価の分解・配賦結果について料金のあり方について
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令和８年度第２回審議会のおさらい（令和８年７月３０日）

■ 水道料金見直しの方向性

■ 水道料金算定方法など

■ 総括原価の分解・配賦

■ 料金体系

■ まとめ

算定要領に基づく料金体系料金のあり方について
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令和８年度第２回審議会のおさらい（令和８年７月３０日）

■ 水道料金見直しの方向性

■ 水道料金算定方法など

■ 総括原価の分解・配賦

■ 料金体系

■ まとめ

料金のあり方について
モデルケースごとの影響額
小口径（13～25mm）の少量利用者に
割高感
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令和８年度第２回審議会のおさらい（令和８年７月３０日）

■ 水道料金見直しの方向性

■ 水道料金算定方法など

■ 総括原価の分解・配賦

■ 料金体系

■ まとめ

料金のあり方について
小口径（13～25mm）の
使用者は市全体の約98.6％
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令和８年度第２回審議会のおさらい（令和８年７月３０日）

■ 水道料金見直しの方向性

■ 水道料金算定方法など

■ 総括原価の分解・配賦

■ 料金体系

■ まとめ

料金のあり方について 料金体系の調整を行う必要がある



10

総括原価の分解と料金体系への配賦（全体フロー）

総括

原価

需要家費

固定費

変動費

準備料金

水量料金

基本料金

従量料金

総括原価の分解 総括原価の配分 総括原価の配賦

【参考】算定要領を基にした料金体系

【参考】１か月：口径１３ｍｍ使用量２４㎥の場合

●算定要領を基にした料金体系・・・2,376円 (税込) /月
（ 現行料金：1,833円 (税込) /月 ）

13 ㎜　 600 円　

20 ㎜　 1,200 円　

25 ㎜　 1,700 円　

40 ㎜　 4,300 円　

50 ㎜　 7,000 円　

75 ㎜　 16,000 円　

100 ㎜　 29,000 円　

150 ㎜　 67,000 円　

200 ㎜　 123,000 円　

250 ㎜　 163,000 円　

口径 料　金

① 基本料金（1か月あたり）－税抜 ②  従量料金（1か月あたり）－税抜

船舶・臨時用 全口径 1㎥以上 169 26.0         

公衆浴場用 全口径 1㎥以上 48 26.0         

私設消火栓 464 26.0         全口径　1個1回10分ごとに

1㎥以上全口径

家事用
営業用
市立施設用
工業用

－65

改定率
（％）

用途 口径 使用水量 1㎥当たり料金（円）

改定額

543円
（改定率29.6％）

住みよさランキングの指標（東洋経済新報社）
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調整の方向性

算定要領に基づいた料金体系を基に、昨今の物価高騰

等の状況を勘案し、調整する。

●一般家庭の急激な負担増を軽減するため、

小口径（１３～２５ｍｍ）と大口径（４０～２５０ｍｍ）

の料金体系の調整を図る
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調整（案）

小口径（13～25ｍｍ）の基本料金を

近隣周辺市を参考に設定

口径（㎜） 調整前（円） 調整後（円）

13 600 500

20 1,200 600

25 1,700 700

（税抜）
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調整（案）

口径（㎜） 調整前（円） 調整後（円）

40 4,300 6,500

50 7,000 10,500

75 16,000 24,000

100 29,000 44,000

150 67,000 110,000

200 123,000 190,000

250 163,000 250,000

比較的改定率が低く出ている大口径（45～250ｍｍ）の

基本料金を約1.5倍に設定
（税抜）
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調整（案）

小口径（１３～２５ｍｍ）と大口径（40～250ｍｍ）

の改定率の均衡を図るため従量料金の調整を行う

調整前（円） 調整後（円）

従量料金 65 68

（税抜）



① 基本料金（1か月あたり）－税抜

13 ㎜　 500 円　

20 ㎜　 600 円　

25 ㎜　 700 円　

40 ㎜　 6,500 円　

50 ㎜　 10,500 円　

75 ㎜　 24,000 円　

100 ㎜　 44,000 円　

150 ㎜　 110,000 円　

200 ㎜　 190,000 円　

250 ㎜　 250,000 円　

口径 料　金
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総括原価の分解と料金体系への配賦（全体フロー）水道料金体系 調整（案）

【参考】１か月：口径１３ｍｍ使用量２４㎥の場合

●調整案を基にした料金体系・・・2,345円 (税込) /月
（ 現行料金：1,833円 (税込) /月 ）

改定額

512円
（改定率27.9％）

住みよさランキングの指標（東洋経済新報社）

②  従量料金（1か月あたり）－税抜

船舶・臨時用 全口径 1㎥以上 169 26.0         

公衆浴場用 全口径 1㎥以上 48 26.0         

私設消火栓 464 26.0         全口径　1個1回10分ごとに

用途 口径 使用水量 1㎥当たり料金（円）
改定率
（％）

家事用
営業用
市立施設用
工業用

全口径 1㎥以上 －68

調整前P10



用途別

最低料金
（1ヶ月あたり）

超過料金
基本
水量

料金

家事用 10㎥ 680円
※3㎥以下380円

30㎥まで 68円/㎥

30㎥を超えるもの

77円/㎥※逓増型営業用 10㎥ 680円

公衆浴場用 100㎥ 3,800円 1㎥につき38円

市立施設用 10㎥ 680円 1㎥につき68円

船舶
臨時用

1㎥ 134円 1㎥につき134円

私設消火栓 1個 1回 10分ごとに368円
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メーター使用料水道料金（用途別・逓増型料金体系 基本水量制あり）

口径（mm） 料金（円）

13 35

20 45

25 50

40 100

50 800

75 1,100

100 1,400

150 2,600

200 4,100

250 6,500

【参考】現行の本市水道料金体系（H3/4/1～）
※1ヶ月分 税抜き
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モデルケースごとの影響額（１か月・税抜）

※調整案に基づく料金体系

モデル 口径 使用量 現行料金 改定料金 改定額 改定率

13㎜ 10 ㎥　 715 円　 1,180 円　 465 円　 65.0%

20㎜ 10 ㎥　 725 円　 1,280 円　 555 円　 76.6%

13㎜ 20 ㎥　 1,395 円　 1,860 円　 465 円　 33.3%

20㎜ 20 ㎥　 1,405 円　 1,960 円　 555 円　 39.5%

13㎜ 30 ㎥　 2,075 円　 2,540 円　 465 円　 22.4%

20㎜ 30 ㎥　 2,085 円　 2,640 円　 555 円　 26.6%

店舗兼住宅 25㎜ 50 ㎥　 3,630 円　 4,100 円　 470 円　 12.9%

飲食店など 40㎜ 250 ㎥　 19,080 円　 23,500 円　 4,420 円　 23.2%

50㎜ 300 ㎥　 23,630 円　 30,900 円　 7,270 円　 30.8%

75㎜ 700 ㎥　 54,730 円　 71,600 円　 16,870 円　 30.8%

100㎜ 1,000 ㎥　 78,130 円　 112,000 円　 33,870 円　 43.4%

150㎜ 3,000 ㎥　 233,330 円　 314,000 円　 80,670 円　 34.6%

４～５人家族

工場など

単身

２～３人家族

単身

４～５人
家族

２～３人
家族

工場など
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【参考】モデルケースごとの影響額（１か月・税抜）

※算定要領に基づく料金体系

モデル 口径 使用量 現行料金 改定料金 改定額 改定率

13㎜ 10 ㎥　 715 円　 1,250 円　 535 円　 74.8%

20㎜ 10 ㎥　 725 円　 1,850 円　 1,125 円　 155.2%

13㎜ 20 ㎥　 1,395 円　 1,900 円　 505 円　 36.2%

20㎜ 20 ㎥　 1,405 円　 2,500 円　 1,095 円　 77.9%

13㎜ 30 ㎥　 2,075 円　 2,550 円　 475 円　 22.9%

20㎜ 30 ㎥　 2,085 円　 3,150 円　 1,065 円　 51.1%

店舗兼住宅 25㎜ 50 ㎥　 3,630 円　 4,950 円　 1,320 円　 36.4%

飲食店など 40㎜ 250 ㎥　 19,080 円　 20,550 円　 1,470 円　 7.7%

50㎜ 300 ㎥　 23,630 円　 26,500 円　 2,870 円　 12.1%

75㎜ 700 ㎥　 54,730 円　 61,500 円　 6,770 円　 12.4%

100㎜ 1,000 ㎥　 78,130 円　 94,000 円　 15,870 円　 20.3%

150㎜ 3,000 ㎥　 233,330 円　 262,000 円　 28,670 円　 12.3%

工場など

単身

２～３人家族

４～５人家族

２～３人
家族

単身

４～５人
家族

工場など
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水道料金体系（案）場合の試算
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各比率及び純利益の予測

一時的に利益が出るが、減少傾向

収入は一時的に増加するものの、その後は給水人口減少に伴い減少傾向で推移し

ます。支出は老朽化対策事業による減価償却費の増加・物価高騰等により増加傾

向で推移し、利益も減少傾向が続く見込みです。
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水道料金の見直しにより、計画通り建設改良事業を実施した場合でも資

金残高は安定する見込みですが、計画の後期は減少傾向になる見込みで

す。

資本的収支及び資金残高の予測

安定した資金残高となるが、減少傾向になる
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水道料金収入（財源）を確保することにより企業債への依存度が低くなり、適正

な企業債残高を維持することができます。世代間公平性の観点から概ね妥当と判

断できます。計画の後期は、給水収益の減少に伴い比率は悪化傾向となる見込み

です。

企業債残高及び企業債残高対給水収益比率の予測

概ね適正な比率だが、悪化傾向になる



水道料金を見直した場合の試算（まとめ）

ただし、収益的（水道料金）収入の増加は一時的なものです。

収入の減少と費用の増加は変わらず継続していくと予測され、

試算では再度料金水準の見直しの検討が必要となります。
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水道料金を見直した場合、安定した事業運営が可能となる見込み
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￥
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第３回審議会のまとめ

●水道料金体系（案）を示しました。

●水道料金を見直した場合、安定した事業運営が可能
となる見込みです。

試算では、目標数値（令和１２年度）は達成できる見通しです。

ただし、計画の後期は再度料金水準の見直しの検討が必要となります。



• 答申（案）について
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第４回審議会（９月以降開催予定）
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ご清聴ありがとうございました
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